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良
い
年
に
な
れ
と
願
い
を
込
め
て

　
ぺ
っ
た
ん
！
ぺ
っ
た
ん
！

今月の
表紙

中川保育園での餅つき大会の様子。
寒さに負けずお餅をぺったん !ぺったん !
本年も広報やかげをよろしくお願いいたします。



が
大
き
い
中
、
本
町
に
と
り
ま

し
て
も
、
皆
様
の
お
陰
に
よ
り

安
全
で
安
心
安
定
し
た
町
づ
く

り
を
着
々
と
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
さ
に
金
メ
ダ
ル
級
の

成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
か

ら
観
光
に
よ
る
賑
わ
い
の
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
本
陣
・
脇
本
陣
な
ど

文
化
的
・
歴
史
的
町
並
み
と
、

や
か
げ
町
家
交
流
館
や
矢
掛
屋

と
い
っ
た
古
民
家
再
生
に
よ

る
、
新
た
な
観
光
施
設
と
の
融

合
を
図
る
中
、
町
を
訪
れ
る
観

光
客
も
増
加
し
て
お
り
、
年
間

観
客
数
も
10
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
子
ど
も
も
含
め
た
若

い
世
代
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や

町
づ
く
り
へ
の
参
画
、
土
産
物

コ
ー
ナ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備

え
た
観
光
施
設
あ
か
つ
き
の
蔵

を
は
じ
め
と
し
て
、
町
内
で
の

創
業
や
新
規
開
店
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
潮
流
に
乗

り
、
市
街
地
に
道
の
駅
を
整
備

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平

成
29
年
の
新
春
を
、
ご
健
勝
で

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素

か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
４
月
に
は
九
州
地
区
初
と

な
る
震
度
７
を
記
録
し
た
熊
本

地
震
の
発
生
、
関
連
企
業
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
た
三
菱
自
動

車
の
大
規
模
な
燃
費
不
正
の
発

覚
、
６
月
の
消
費
増
税
の
再
延

期
な
ど
我
が
国
に
お
い
て
、
自

然
界
で
も
経
済
界
で
も
変
動
の

１
年
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
一
方
で
リ
オ
五
輪
で

日
本
が
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
数

を
獲
得
し
、
３
年
連
続
で
日
本

人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し

た
。昨

年
の
世
相
を
表
す
漢
字「
金
」

に
は
、
全
国
的
に
は
金
メ
ダ
ル

に
象
徴
さ
れ
る
前
向
き
な
要
素

す
る
こ
と
で
さ
ら
に
多
く
の
観

光
客
を
誘
致
、
ま
ち
の
活
性
化

さ
ら
に
は
よ
り
一
層
の
産
業
振

興
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
社
会
の
中
、
本
町
で
も
人

口
増
対
策
や
移
住
定
住
促
進
に

向
け
て
、
18
歳
ま
で
医
療
費
の

無
料
化
や
、
幼
稚
園
保
育
料
の

無
料
化
、
保
育
園
保
育
料
の
無

条
件
で
の
第
２
子
半
額
、
第
３

子
以
降
の
無
料
化
、
さ
ら
に
は

結
婚
祝
金
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
奨

励
金
、
入
学
祝
金
な
ど
各
種
支

援
を
行
い
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
成
果
が
上
が
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

さ
ら
に
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
戦
略
を
進
め
る
中
、
町

内
で
も
カ
モ
井
加
工
紙
㈱
や
冨

士
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
㈱
の
工
場
増

設
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ド
ラ
ッ

グ
コ
ス
モ
ス
の
新
規
出
店
、
大

黒
天
物
産
㈱
の
最
新
型
乳
牛
舎

の
開
業
、
横
谷
地
内
へ
の
老
健

施
設
の
開
設
な
ど
で
雇
用
が
創

出
さ
れ
、
新
た
に
美
川
テ
ラ
ス

や
羽
無
桃
源
郷
な
ど
、
住
民
主

体
の
地
方
創
生
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
教
育
面
で
は
、
就
学
前

か
ら
の
英
語
教
育
の
強
化
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
配
置
、

月
曜
日
学
習
会
や
小
学
校
交
流

学
習
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
教
育

環
境
の
向
上
。
福
祉
健
康
面
で

は
、健
康
寿
命
延
長
へ
の
施
策
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
お
た
ふ
く

風
邪
な
ど
予
防
接
種
の
補
助
も

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
積
極
的
な
事
業
を

推
進
し
な
が
ら
、
第
６
次
矢
掛

町
振
興
計
画
に
基
づ
き「
や
さ

し
さ
に
あ
ふ
れ　
か
い
て
き
で

げ
ん
き
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
町
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご

支
援
を
賜
り
、
特
性
を
活
か
し

自
立
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

本
年
も
行
政
へ
の
お
声
を
十

分
に
お
聴
き
し
、
ま
た
皆
様
の

熱
意
と
お
知
恵
を
拝
借
し
、
さ

ら
に
力
強
く
飛
躍
さ
せ
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
議
会
を
は
じ
め
、
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
健
康
で
実
り
多
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

矢
掛
町
長　

山

野

通

彦
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
ご
家
族
お
揃
い

で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
平
成
の
代
も

29
年
目
を
迎
え
、
国
の
内
外
も

大
き
な
時
代
の
変
化
を
感
じ
る

年
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
我
が
国

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）・
Ｐ
Ｋ
Ｏ

（
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
）・

憲
法
第
九
条
改
正
問
題
、
景
気

対
策
・
人
口
減
少
対
策
な
ど
山

積
す
る
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

地
方
自
治
に
と
り
ま
し
て
も
、

少
子
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
・

地
域
経
済
活
性
化
対
策
を
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。最

近
国
内
で
は
、
地
震
や
豪

雨
の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
ま
す
。
矢
掛
町
内
で
は
、
小

田
川
・
小
河
川
・
渓
流
の
大
雨

に
よ
る
氾
濫
等
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
自
然
災
害
は
何
時
ど
こ
で

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

平
素
か
ら
減
災
、防
災
の
自
助・

共
助
の
体
制
整
備
が
急
務
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
28
年

度
か
ら
、
平
成
37
年
度
ま
で
の

10
年
間
の
第
６
次
矢
掛
町
振
興

計
画
に
基
づ
く
町
づ
く
り
の
実

現
。
町
単
独
で
は
実
現
で
き
な

い
課
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
高
梁
川
流
域
圏
成
長

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
広

域
連
携
に
よ
る
政
策
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。今

後
の
主
な
課
題
と
し
て
、

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
広
域
経
済

交
流
・
救
急
医
療
体
制
等
の
交

通
ア
ク
セ
ス
と
し
て
広
域
幹
線

道
路
整
備
、
緊
急
車
両
が
通
行

で
き
な
い
主
要
町
道
危
険
箇
所

お
よ
び
狭
あ
い
道
路
改
良
整
備
。

減
災
防
災
と
し
て
老
朽
た
め
池

の
改
修
。
農
業
振
興
と
し
て
農

地
基
盤
整
備
等
の
促
進
が
あ
り

ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
平
成
27

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
が
町
の

将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
や
さ
し

さ
に
あ
ふ
れ　
か
い
て
き
で　

げ
ん
き
な
ま
ち
」　

づ
く
り
に

努
力
し
て
参
り
た
い
と
、
新
年

に
当
た
り
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

本
年
も
、
皆
様
が
ご
健
康
、

ご
多
幸
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

申
し
上
げ
、
議
会
を
代
表
し
て

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

年
度
を
観
光
元
年
と
位
置
付
け

て
民
間
の
力
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

や
青
空
市
場
等
活
性
化
事
業
を

展
開
し
て
い
く
中
で
に
ぎ
わ
い

の
成
果
が
見
ら
れ
、
今
後
も
民

農
商
工
官
一
体
と
な
っ
た
切
れ

目
の
な
い
活
動
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
宿
場

の
町
並
み
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
選
定
の
課
題
、
難

題
で
あ
る
市
街
地
無
電
柱
化
の

実
現
、
農
業
振
興
と
し
て
農
業

所
得
向
上
の
特
産
物
開
発
販
路

拡
大
、
地
域
防
災
対
策
と
し
て

自
主
防
災
組
織
の
普
及
促
進
支

援
助
成
制
度
の
拡
大
と
充
実
、

高
梁
川
流
域
中
核
都
市
圏
広
域

体
制
に
よ
る
安
心
し
て
生
み
育

て
ら
れ
る
病
児
病
後
保
育
施
設

の
充
実
等
が
課
題
で
あ
り
ま

す
。議

会
と
し
ま
し
て
は
、
住
民

の
皆
様
の
声
を
聴
き
な
が
ら
重

要
度
・
緊
急
度
、
将
来
人
口
構

造
、
行
政
需
要
、
財
政
状
況
等

適
切
な
判
断
の
下
に
政
策
提
案

を
し
な
が
ら
実
現
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

議
会
改
革
で
は
、
昨
年
５
月

17
日
に
議
会
だ
よ
り
第
１
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り

を
通
じ
て
議
会
と
住
民
と
双
方

向
に
情
報
を
把
握
し
な
が
ら
政

策
提
案
に
役
立
て
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
議

会
の
使
命
で
あ
る
政
策
形
成
過

程
に
参
画
し
、
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
行
財
政
運
営
等
に
つ
い

て
批
判
、
監
視
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
「
住
ん
で
み
た

い
町　
住
ん
で
よ
か
っ
た
町　

行
っ
て
み
た
い
町　
行
っ
て
よ

か
っ
た
町
」
づ
く
り
の
た
め
、

商
工
業
・
農
業
活
性
化
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
い
社
会
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
 　

矢
掛
町
議
会
議
長　

江

尻
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二

新年のごあいさつ



町政ハイライト2016
【１月】
　10日　成人式
　10日　井原線ワンコインデー実施
　24日　矢掛町消防出初式
　31日　ジャミン・ゼブコンサート

【２月】
　21日　第28回矢掛本陣マラソン全国大会 
　20日　ふれあいのつどい 
　24日　里山田配水池竣工式

【３月】
　18日　矢掛町ふるさと名物応援宣言発表会
　20日　Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナリニューアル記念式典
　27日　第10回宿場町やかげ流しびな
　28日　㈱山陽マルナカと災害時の支援に関する協定書調印式

【４月】
　  １日　第6次矢掛町振興計画がスタート
　  １日　子育て・定住促進事業サービス拡大

　  １日　親育ち応援宣言（やかげ子育て３カ条）
　  4日　矢掛町オリジナルプレート交付開始 
　  9日　椿まつり（～10日）
　10日　海棠まつり
　17日　砂崎知子箏コンサート～春をうたう～

【５月】
　  ５日　吉備公祭
　23日　町議会第１回臨時会において、江尻健二氏を議長に選出
　27日　宇内ホタル観賞旬間（～６月5日）
　28日　ＮＨＫ公開収録「吹奏楽のひびき」 

【６月】
　  １日　ミニお達者教室７地区分散化
　  4日　ちびっこまつり
　17日　企画展 「生誕１１１年記念 佐藤一章展」 （～９月２５日）

保育園保育料第２子半額・第３子以降無料、幼稚園保育料無料、入学祝金、
誕生祝金倍増、赤ちゃんの駅整備、結婚祝金増額、定住促進助成金・ 住宅団
地促進助成金、空き家改修補助金 他

○や

○か
○げ

さしさにあふれ
いてきで 

んきなまち 

第６次矢掛町振興計画
輝く未来  笑顔あふれるまちづくりプラン

平成28年3月岡山県矢掛町 〔1月〕成人式

〔3月〕B&G海洋センターアリーナリニューアル

〔4月〕矢掛町オリジナルプレート交付開始

〔6月〕ミニお達者教室7地区分散化

〔2月］里山田配水池竣工式〔4月〕赤ちゃんの駅整備

〔4月〕第6次矢掛町振興計画が
スタート

【７月】
　10日　「宿場町矢掛の日曜朝市」初開催
　16日　観光ガイド「やかげ町並案内人の会」発足
　18日　東日本大震災・熊本地震被災地復興支援チャリティーコンサート
　23日・30日　矢掛夏まつり

【８月】
　  １日　移住定住お試し住宅開始
　  4日　町教育委員会と就実大学教育学部による「地域未来塾」事業等に
　　　　関する基本協定書調印式
　  6日　やかげ夏の行灯まつり（～28日）
　  7日　小田夏まつり
　27日　町総合防災訓練
　27日　やかげ小唄おどり
　27日　ザ・のみぎりズム2016（～９月９日）
　30日　（一社）岡山県LPガス協会井原支部と災害時における
　　　　 LPガスの供給に関する協定書調印式

【９月】
　  4日　第４回矢掛地域医療介護連携フォーラム
　  5日　荒川化学工業㈱と「マツタロウの森」森づくり協定書調印式
　10日　防災キャンプ（～１１日）
　17日　朝倉さやコンサート
　24日　ふれあい福祉まつり

【10月】
　  4日　企画展　市田ひろみコレクション　世界の民族衣装展（～１２月４日）
　  7日　第４回矢掛町ブランドフェア（～８日）
　10日　吉備真備記念碑３０周年記念友好訪問団を派遣（～１２日）
　22日　小学生イングリッシュデイ開始
　27日　矢掛町敬老会

【11月】
　  5日　矢掛町協働のまちづくり表彰式
　  5日　生涯学習振興大会・町民参加型避難訓練
　  5日　やかげ芸術街道２０１６～時空を超えたアートな往来が生まれる街
　　　　 （～６日）
　  5日　「ゆるキャラグランプリ２０１６ in 愛顔のえひめ」
　　　　 やかっぴー全国総合77位・県内３位（～６日）
　13日　第41回矢掛の宿場まつり大名行列
　27日　第16回矢掛町自然薯まつり＆収穫祭

【12月】
　  5日　中学生イングリッシュクラス開始
　18日　第１８回山ノ上干柿まつり
　19日　生活協同組合おかやまコープと災害時支援及び地域見守り支援に関
　　　　 する２協定の締結

〔7月〕「宿場町矢掛の日曜朝市」初開催

〔8～9月〕ザ・のみぎリズム2016

〔8月〕町総合防災訓練

〔10～12月〕企画展市田ひろみコレクション
　　　　　  世界の民族衣装展

〔12月〕第18回山ノ上干柿まつり

〔11月〕「ゆるキャラグランプリ2016 in 笑顔のえひめ」
　　　 やかっぴー全国総合77位・県内３位

〔10月〕第 4回矢掛町ブランドフェア

町政ハイライト2016町政ハイライト2016



町政ハイライト2016
【１月】
　10日　成人式
　10日　井原線ワンコインデー実施
　24日　矢掛町消防出初式
　31日　ジャミン・ゼブコンサート

【２月】
　21日　第28回矢掛本陣マラソン全国大会 
　20日　ふれあいのつどい 
　24日　里山田配水池竣工式

【３月】
　18日　矢掛町ふるさと名物応援宣言発表会
　20日　Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナリニューアル記念式典
　27日　第10回宿場町やかげ流しびな
　28日　㈱山陽マルナカと災害時の支援に関する協定書調印式

【４月】
　  １日　第6次矢掛町振興計画がスタート
　  １日　子育て・定住促進事業サービス拡大

　  １日　親育ち応援宣言（やかげ子育て３カ条）
　  4日　矢掛町オリジナルプレート交付開始 
　  9日　椿まつり（～10日）
　10日　海棠まつり
　17日　砂崎知子箏コンサート～春をうたう～

【５月】
　  ５日　吉備公祭
　23日　町議会第１回臨時会において、江尻健二氏を議長に選出
　27日　宇内ホタル観賞旬間（～６月5日）
　28日　ＮＨＫ公開収録「吹奏楽のひびき」 

【６月】
　  １日　ミニお達者教室７地区分散化
　  4日　ちびっこまつり
　17日　企画展 「生誕１１１年記念 佐藤一章展」 （～９月２５日）

保育園保育料第２子半額・第３子以降無料、幼稚園保育料無料、入学祝金、
誕生祝金倍増、赤ちゃんの駅整備、結婚祝金増額、定住促進助成金・ 住宅団
地促進助成金、空き家改修補助金 他

○や

○か
○げ

さしさにあふれ
いてきで 

んきなまち 

第６次矢掛町振興計画
輝く未来  笑顔あふれるまちづくりプラン

平成28年3月岡山県矢掛町 〔1月〕成人式

〔3月〕B&G海洋センターアリーナリニューアル

〔4月〕矢掛町オリジナルプレート交付開始

〔6月〕ミニお達者教室7地区分散化

〔2月］里山田配水池竣工式〔4月〕赤ちゃんの駅整備

〔4月〕第6次矢掛町振興計画が
スタート

【７月】
　10日　「宿場町矢掛の日曜朝市」初開催
　16日　観光ガイド「やかげ町並案内人の会」発足
　18日　東日本大震災・熊本地震被災地復興支援チャリティーコンサート
　23日・30日　矢掛夏まつり

【８月】
　  １日　移住定住お試し住宅開始
　  4日　町教育委員会と就実大学教育学部による「地域未来塾」事業等に
　　　　関する基本協定書調印式
　  6日　やかげ夏の行灯まつり（～28日）
　  7日　小田夏まつり
　27日　町総合防災訓練
　27日　やかげ小唄おどり
　27日　ザ・のみぎりズム2016（～９月９日）
　30日　（一社）岡山県LPガス協会井原支部と災害時における
　　　　 LPガスの供給に関する協定書調印式

【９月】
　  4日　第４回矢掛地域医療介護連携フォーラム
　  5日　荒川化学工業㈱と「マツタロウの森」森づくり協定書調印式
　10日　防災キャンプ（～１１日）
　17日　朝倉さやコンサート
　24日　ふれあい福祉まつり

【10月】
　  4日　企画展　市田ひろみコレクション　世界の民族衣装展（～１２月４日）
　  7日　第４回矢掛町ブランドフェア（～８日）
　10日　吉備真備記念碑３０周年記念友好訪問団を派遣（～１２日）
　22日　小学生イングリッシュデイ開始
　27日　矢掛町敬老会

【11月】
　  5日　矢掛町協働のまちづくり表彰式
　  5日　生涯学習振興大会・町民参加型避難訓練
　  5日　やかげ芸術街道２０１６～時空を超えたアートな往来が生まれる街
　　　　 （～６日）
　  5日　「ゆるキャラグランプリ２０１６ in 愛顔のえひめ」
　　　　 やかっぴー全国総合77位・県内３位（～６日）
　13日　第41回矢掛の宿場まつり大名行列
　27日　第16回矢掛町自然薯まつり＆収穫祭

【12月】
　  5日　中学生イングリッシュクラス開始
　18日　第１８回山ノ上干柿まつり
　19日　生活協同組合おかやまコープと災害時支援及び地域見守り支援に関
　　　　 する２協定の締結

〔7月〕「宿場町矢掛の日曜朝市」初開催

〔8～9月〕ザ・のみぎリズム2016

〔8月〕町総合防災訓練

〔10～12月〕企画展市田ひろみコレクション
　　　　　  世界の民族衣装展

〔12月〕第18回山ノ上干柿まつり

〔11月〕「ゆるキャラグランプリ2016 in 笑顔のえひめ」
　　　 やかっぴー全国総合77位・県内３位

〔10月〕第 4回矢掛町ブランドフェア

町政ハイライト2016町政ハイライト2016



　矢掛町で住宅を新築した場合に交付される「矢掛町定住促進助成金」と、住宅団地を購入した場
合に交付される「矢掛町住宅団地促進助成金」の期限を延長します。

●矢掛町定住促進助成金
矢掛町内に住宅を新築した際、最大150万円を助成します。
※新築…平成 30 年 3 月 31日までに住宅新築に係る契約を締結し、平成 31 年 3 月 31日までに町内に自らが居住する住宅を建築又

は購入し入居すること。
【対象】本町に居住することを目的に住宅を新築する人で、その経費が 500万円以上であり、助成金の交付を受け

た日から、本町に10年以上定住することを誓約する人。
【助成対象】

●矢掛町住宅団地促進助成金
【対象】矢掛町に居住することを目的に住宅団地に住宅を新築する人又は住宅団地の新築建売住宅を購入する人で、

その経費が 500 万円以上であり、助成金の交付を受けた日から、本町に10年以上定住することを誓約す
る人。

※住宅団地…1団地 3戸以上の住宅用に分譲販売を目的としたもので、町土地開発公社が分譲販売したものを除く。
【助成内容】
•上水道加入負担金相当額（φ13㎜）
•農業集落排水施設受益者負担金または、公共下水道受益者負担金
•矢掛放送ケーブルテレビ加入金
•新築住宅に入居した日に 0 歳～小学 6 年生までの子どもがいる人に限り、住宅新築による住宅用地購入に係る経
費に10分の 1を乗じた額を100万円を上限に助成します。

※住宅新築助成金は新築に係る経費に10分の 1を乗じた額。
※三世代世帯の要件…助成対象者とその配偶者を一つの世代とし、その直系の親・子等をそれぞれ一世代とする。３つ以上の世代が
世帯を一にして同居している世帯。

定住促進助成金
住宅団地促進助成金

やかげぐらしの強いミカタ

期間延長決定!!

認定申請
の期限 （旧）平成29年3月31日 ⇒ （新）平成30年3月31日

（旧）平成30年3月31日 ⇒ （新）平成31年3月31日交付期限
の期限

1年間延長!!

注意！　どちらの制度も契約日または建築確認済証の交付日のいずれか遅い日から３０日以内に  
　　　 認定申請をする必要があります。

新築に係る
契約日の年齢

認定申請時
の居住地 居住する世帯

3世代世帯 30万円 150万円
3世代世帯以外 - 120万円
3世代世帯 30万円 130万円
3世代世帯以外 - 100万円
3世代世帯 30万円 90万円
3世代世帯以外 - 60万円
3世代世帯 30万円 80万円
3世代世帯以外 - 50万円

住宅新築助成金の
上限額

40歳以下
町　外 120万円

町　内 100万円

町　外 60万円
41歳以上

町　内 50万円

三世代促進
助成金額 助成金の上限額

総務企画課企画係
　 ☎（82）1010  有線0521
問
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成
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補
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で
、
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億
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円
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追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
91
億
６
千
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　平成 27 年度より「観光元年」と位置付け、観光振興に取り組んでいる矢掛町。
今後も積極的な観光事業を継続するべく基金を積み立てます。
　これは、町が保有している国債と地方債の売却益を充当するものです。

山田小学校避難地防災施設
　　　　　　　　2,500万円
　山田小学校の敷地内に設置する防災
施設（倉庫、トイレ）を整備。

住宅リフォーム事業補助
　　　　　　　　　350万円
　平成28年度 12月中旬現在で約 90
件が交付決定を受けており、さらに利
用者の増加が予想されることから増額
措置を行います。

海洋センタープール水
浄化装置更新　　　　　　　　　700万円
　防災対策の一環として、非常時に飲
料水を確保するためB&G海洋センター
のプール水を高レベルで殺菌できる浄
化装置を整備。

平
成
28
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掛
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予
算（
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要
）

平
成
28
年
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矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

賑わいのまちづくり基金積立　　５億円

Information
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（矢掛中１年）
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　矢掛町で住宅を新築した場合に交付される「矢掛町定住促進助成金」と、住宅団地を購入した場
合に交付される「矢掛町住宅団地促進助成金」の期限を延長します。

●矢掛町定住促進助成金
矢掛町内に住宅を新築した際、最大150万円を助成します。
※新築…平成 30 年 3 月 31日までに住宅新築に係る契約を締結し、平成 31 年 3 月 31日までに町内に自らが居住する住宅を建築又

は購入し入居すること。
【対象】本町に居住することを目的に住宅を新築する人で、その経費が 500万円以上であり、助成金の交付を受け

た日から、本町に10年以上定住することを誓約する人。
【助成対象】

●矢掛町住宅団地促進助成金
【対象】矢掛町に居住することを目的に住宅団地に住宅を新築する人又は住宅団地の新築建売住宅を購入する人で、

その経費が 500 万円以上であり、助成金の交付を受けた日から、本町に10年以上定住することを誓約す
る人。

※住宅団地…1団地 3戸以上の住宅用に分譲販売を目的としたもので、町土地開発公社が分譲販売したものを除く。
【助成内容】
•上水道加入負担金相当額（φ13㎜）
•農業集落排水施設受益者負担金または、公共下水道受益者負担金
•矢掛放送ケーブルテレビ加入金
•新築住宅に入居した日に 0 歳～小学 6 年生までの子どもがいる人に限り、住宅新築による住宅用地購入に係る経
費に10分の 1を乗じた額を100万円を上限に助成します。

※住宅新築助成金は新築に係る経費に10分の 1を乗じた額。
※三世代世帯の要件…助成対象者とその配偶者を一つの世代とし、その直系の親・子等をそれぞれ一世代とする。３つ以上の世代が
世帯を一にして同居している世帯。

定住促進助成金
住宅団地促進助成金

やかげぐらしの強いミカタ

期間延長決定!!

認定申請
の期限 （旧）平成29年3月31日 ⇒ （新）平成30年3月31日

（旧）平成30年3月31日 ⇒ （新）平成31年3月31日交付期限
の期限
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注意！　どちらの制度も契約日または建築確認済証の交付日のいずれか遅い日から３０日以内に  
　　　 認定申請をする必要があります。

新築に係る
契約日の年齢

認定申請時
の居住地 居住する世帯

3世代世帯 30万円 150万円
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ま
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今
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の
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は
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の
と
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す
。

　平成 27 年度より「観光元年」と位置付け、観光振興に取り組んでいる矢掛町。
今後も積極的な観光事業を継続するべく基金を積み立てます。
　これは、町が保有している国債と地方債の売却益を充当するものです。

山田小学校避難地防災施設
　　　　　　　　2,500万円
　山田小学校の敷地内に設置する防災
施設（倉庫、トイレ）を整備。

住宅リフォーム事業補助
　　　　　　　　　350万円
　平成28年度 12月中旬現在で約 90
件が交付決定を受けており、さらに利
用者の増加が予想されることから増額
措置を行います。

海洋センタープール水
浄化装置更新　　　　　　　　　700万円
　防災対策の一環として、非常時に飲
料水を確保するためB&G海洋センター
のプール水を高レベルで殺菌できる浄
化装置を整備。
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　矢掛町で住宅を新築した場合に交付される「矢掛町定住促進助成金」と、住宅団地を購入した場
合に交付される「矢掛町住宅団地促進助成金」の期限を延長します。
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費に10分の 1を乗じた額を100万円を上限に助成します。

※住宅新築助成金は新築に係る経費に10分の 1を乗じた額。
※三世代世帯の要件…助成対象者とその配偶者を一つの世代とし、その直系の親・子等をそれぞれ一世代とする。３つ以上の世代が
世帯を一にして同居している世帯。

定住促進助成金
住宅団地促進助成金

やかげぐらしの強いミカタ

期間延長決定!!

認定申請
の期限 （旧）平成29年3月31日 ⇒ （新）平成30年3月31日

（旧）平成30年3月31日 ⇒ （新）平成31年3月31日交付期限
の期限

1年間延長!!

注意！　どちらの制度も契約日または建築確認済証の交付日のいずれか遅い日から３０日以内に  
　　　 認定申請をする必要があります。

新築に係る
契約日の年齢

認定申請時
の居住地 居住する世帯

3世代世帯 30万円 150万円
3世代世帯以外 - 120万円
3世代世帯 30万円 130万円
3世代世帯以外 - 100万円
3世代世帯 30万円 90万円
3世代世帯以外 - 60万円
3世代世帯 30万円 80万円
3世代世帯以外 - 50万円

住宅新築助成金の
上限額

40歳以下
町　外 120万円

町　内 100万円

町　外 60万円
41歳以上

町　内 50万円

三世代促進
助成金額 助成金の上限額
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４
月
か
ら
の
指
定
ご
み
袋
制
度
を
前
に

食
べ
物
に
も
っ
た
い
な
い
を
、も
う
一
度
！

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体・個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
自
ら
考
え
　
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て

い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も
長

く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、私
有
地（
本
来
、個
人
で
管
理
す
べ

き
場
所
）で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
平
成
29
年
２
月
10
日
㈮
　
午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課

■問
総
務
企
画
課
企
画
係
　☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

　
ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

「
岡
山
県
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付
制
度
」の
ご
案
内

潜
在
保
育
士
が
就
職
す
る
た
め
の
準
備
金
を
お
貸
し
し
ま
す
！

新
た
に
岡
山
県
内
の
保
育
所
等
で
保
育
業
務
に
従
事
す
る
潜
在
保
育
士
に

就
職
準
備
金
と
し
て
最
大
20
万
円
（
１
人
１
回
限
り
）
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

※

場
合
に
よ
っ
て
は
延
滞
利
子
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

２
年
間
引
き
続
き
、
保
育
所
等
で
保
育
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
就
職
準
備
金
が
全
額
返
還
免
除
に
な

り
ま
す
！

●
貸
付
対
象
者
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

•
保
育
士
登
録
後
１
年
以
上
経
過
し
た
方

•
次
の
施
設
（
事
業
）
を
離
職
後
１
年
以
上
経
過
し
た
方
、
ま
た
は

　
次
の
施
設
（
事
業
）
で
勤
務
経
験
の
な
い
方

　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、

　
事
業
所
内
保
育
事
業
、
幼
稚
園

•
保
育
所
等
に
新
た
に
勤
務
す
る
方

　※

週
30
時
間
以
上
の
勤
務
が
必
要

詳
し
く
は
、
岡
山
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

●
冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
！

•
冷
蔵
庫
の
中
身
と
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を

確
認
し
、
手
つ
か
ず
食
品
の
発
生
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

●
買
い
過
ぎ
に
注
意
！

•
安
い
か
ら
と
一
度
に
た
く
さ
ん
買
い
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
使
い
切
れ
る
量
を

考
え
て
買
い
ま
し
ょ
う
。

●
使
い
切
り
を
ひ
と
工
夫
！

•
余
っ
た
食
材
や
、
使
わ
な
か
っ
た
部
分
を
別

の
料
理
に
加
え
る
な
ど
工
夫
し
て
使
い
ま
し

ょ
う
。

●
残
さ
ず
に
食
べ
よ
う
！

•
食
べ
き
り
や
ご
み
の
水
き
り
を
行
う
と
、
生

ご
み
は
30
％
も
減
少
し
ま
す
。
残
さ
ず
食
べ

て
、
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

平成29年4月～
介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
　介護保険法の改正により、現在、要支援１・２の人が利用している介護予防給付のうち、介護予防訪問介護（ホー
ムヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）の２つのサービスについては、全国一律の基準に基づ
くサービスから、町が提供する「介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）」のサービスへ移行するこ
ととなりました。
　高齢者の皆さんが、いつまでも元気で住み慣れた地域で生活できるようニーズに合った介護予防や生活支援サー

ビスを効果的で効率的に提供し、皆さんの介護予防
と日常生活の自立を支援します。

●現在、要支援１・２の人は何が変わる？
　現在、サービスを利用している場合は、要支援の
認定期間中は継続してサービスを利用できます。認
定期間終了後、新しい総合事業によるサービスの利
用に移行していきます。

●新しい総合事業を利用するには？
　保健福祉課にご相談ください。心身や生活の状況
によって介護予防・日常生活支援総合事業や介護保
険サービスの利用などニーズに合った事業をご紹介
します。

 ■問 保健福祉課介護保険係・地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　有線 0581・0572

　「
手
つ
か
ず
食
品
」
や
「
食
べ
残
し
」
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
家
計
の
食
費
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
ご
み
を
処
分
す
る
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
月
か
ら
の

指
定
ご
み
袋
制
度
を
前
に
、
今
か
ら
ご
み
を
削
減
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

資
格
を
活
か
し
て

矢
掛
町
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

矢
掛
町
職
員
を
募
集
！

保
育
士（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

※

片
方
の
資
格
の
み
を
有
す
る
人
も
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

 

■問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

 ●提出書類の入手方法
①矢掛町のホームページからダウ
ンロード。
　詳細もこちらで確認できます。
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の
返信用封筒角２号（A4
　判）を同封して送付し
てください。

　
●介護予防生活支援サービス
対象者：介護保険の要支援１・２の認定を受けた人

基本チェックリストにより生活機能の低
下が見られた人

•訪問型サービス
　　…現行の介護予防訪問介護相当サービス
　　　訪問ボランティアによるゴミ出し等
•通所型サービス
　　…現行の介護予防通所介護相当サービス

●一般介護予防サービス

対象者：65歳以上の人
•お達者教室　•ミニお達者教室
•オリジナル体操　•見守り支援

◦ふるさと創生実行委員（◎は公民館長）

矢 掛 
◎池 田 允 彦
　古 城 賢 徳
　井 辻 美 緒

山 田 ◎笠 原 克 彦
　岸 野 榮 治

川 面 ◎川 上 義 弘
　水 谷 静 夫

美 川 ◎坂 本 　 隆
　片 山 和 典 中 川 ◎高月憲二郎

　佐 藤 登 事

三 谷 ◎髙 見 博 治
　椎葉美恵子 小 田 ◎土 井 重 光

　藤岡真理子
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Information
まちからの

お知らせ

４
月
か
ら
の
指
定
ご
み
袋
制
度
を
前
に

食
べ
物
に
も
っ
た
い
な
い
を
、も
う
一
度
！

自
ら
考
え 

自
ら
行
う
地
域
づ
く
り

平
成
29
年
度
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
募
集

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
29
年
度
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
施
団
体・個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
自
ら
考
え
　
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
自
主
的
に
地
域
お
こ
し
活
動
を
行
っ
て

い
る
助
成
希
望
者
・
団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
条
件
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

•
将
来
の
見
通
し
と
事
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
り
、
今
後
も
長

く
継
続
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

•
町
の
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

•
清
掃
活
動
に
お
い
て
は
、私
有
地（
本
来
、個
人
で
管
理
す
べ

き
場
所
）で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

●
計
画
書
の
提
出
期
限
・
場
所

　
平
成
29
年
２
月
10
日
㈮
　
午
後
５
時
必
着

•
地
域
内
の
活
動…

各
地
区
公
民
館
へ

•
そ
の
他
の
全
町
的
活
動…

総
務
企
画
課

■問
総
務
企
画
課
企
画
係
　☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

　
ま
た
は
各
地
区
の
実
行
委
員
（
下
表
）
ま
で

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

「
岡
山
県
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付
制
度
」の
ご
案
内

潜
在
保
育
士
が
就
職
す
る
た
め
の
準
備
金
を
お
貸
し
し
ま
す
！

新
た
に
岡
山
県
内
の
保
育
所
等
で
保
育
業
務
に
従
事
す
る
潜
在
保
育
士
に

就
職
準
備
金
と
し
て
最
大
20
万
円
（
１
人
１
回
限
り
）
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

※

場
合
に
よ
っ
て
は
延
滞
利
子
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

２
年
間
引
き
続
き
、
保
育
所
等
で
保
育
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
就
職
準
備
金
が
全
額
返
還
免
除
に
な

り
ま
す
！

●
貸
付
対
象
者
　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

•
保
育
士
登
録
後
１
年
以
上
経
過
し
た
方

•
次
の
施
設
（
事
業
）
を
離
職
後
１
年
以
上
経
過
し
た
方
、
ま
た
は

　
次
の
施
設
（
事
業
）
で
勤
務
経
験
の
な
い
方

　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
、

　
事
業
所
内
保
育
事
業
、
幼
稚
園

•
保
育
所
等
に
新
た
に
勤
務
す
る
方

　※

週
30
時
間
以
上
の
勤
務
が
必
要

詳
し
く
は
、
岡
山
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

●
冷
蔵
庫
の
中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
！

•
冷
蔵
庫
の
中
身
と
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を

確
認
し
、
手
つ
か
ず
食
品
の
発
生
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

●
買
い
過
ぎ
に
注
意
！

•
安
い
か
ら
と
一
度
に
た
く
さ
ん
買
い
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
使
い
切
れ
る
量
を

考
え
て
買
い
ま
し
ょ
う
。

●
使
い
切
り
を
ひ
と
工
夫
！

•
余
っ
た
食
材
や
、
使
わ
な
か
っ
た
部
分
を
別

の
料
理
に
加
え
る
な
ど
工
夫
し
て
使
い
ま
し

ょ
う
。

●
残
さ
ず
に
食
べ
よ
う
！

•
食
べ
き
り
や
ご
み
の
水
き
り
を
行
う
と
、
生

ご
み
は
30
％
も
減
少
し
ま
す
。
残
さ
ず
食
べ

て
、
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

平成29年4月～
介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
　介護保険法の改正により、現在、要支援１・２の人が利用している介護予防給付のうち、介護予防訪問介護（ホー
ムヘルプサービス）と介護予防通所介護（デイサービス）の２つのサービスについては、全国一律の基準に基づ
くサービスから、町が提供する「介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）」のサービスへ移行するこ
ととなりました。
　高齢者の皆さんが、いつまでも元気で住み慣れた地域で生活できるようニーズに合った介護予防や生活支援サー

ビスを効果的で効率的に提供し、皆さんの介護予防
と日常生活の自立を支援します。

●現在、要支援１・２の人は何が変わる？
　現在、サービスを利用している場合は、要支援の
認定期間中は継続してサービスを利用できます。認
定期間終了後、新しい総合事業によるサービスの利
用に移行していきます。

●新しい総合事業を利用するには？
　保健福祉課にご相談ください。心身や生活の状況
によって介護予防・日常生活支援総合事業や介護保
険サービスの利用などニーズに合った事業をご紹介
します。

 ■問 保健福祉課介護保険係・地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　有線 0581・0572

　「
手
つ
か
ず
食
品
」
や
「
食
べ
残
し
」
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
家
計
の
食
費
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
ご
み
を
処
分
す
る
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
４
月
か
ら
の

指
定
ご
み
袋
制
度
を
前
に
、
今
か
ら
ご
み
を
削
減
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

資
格
を
活
か
し
て

矢
掛
町
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

矢
掛
町
職
員
を
募
集
！

保
育
士（
嘱
託
職
員
）
数
人

●
資
格
要
件
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
人

　（
平
成
29
年
３
月
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　
町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

※

片
方
の
資
格
の
み
を
有
す
る
人
も
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

 

■問 

総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

 ●提出書類の入手方法
①矢掛町のホームページからダウ
ンロード。
　詳細もこちらで確認できます。
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の
返信用封筒角２号（A4
　判）を同封して送付し
てください。

　
●介護予防生活支援サービス
対象者：介護保険の要支援１・２の認定を受けた人

基本チェックリストにより生活機能の低
下が見られた人

•訪問型サービス
　　…現行の介護予防訪問介護相当サービス
　　　訪問ボランティアによるゴミ出し等
•通所型サービス
　　…現行の介護予防通所介護相当サービス

●一般介護予防サービス

対象者：65歳以上の人
•お達者教室　•ミニお達者教室
•オリジナル体操　•見守り支援

 ふれあい会館講座生発表会・人権啓発講演会

と　き　2月25日㈯　午前11時〜　ところ　農村環境改善センター
講座生発表会　
　午前11時～　各講座作品展示　料理・華道・洋裁・絵手紙・書道・着付け
　　　　　　　　　　　　　　　 パッチワーク・お茶席（抹茶）
　午後 1 時～　舞台発表（大正琴・着付け・太極拳）
講　演　会　 開会：午後2時20分～　　開演：午後2時30分～
　　　　　　　 ＜入場無料・整理券不要＞
　　　　　　　 テーマ　～夫・大島渚と過ごした日々～ ｢妻として・女優として」
　　　　　　　 講　師　小 山 明 子氏

ふれあい会館講座の風景

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　恒例の抹茶出前講座を矢掛幼稚園・矢掛
保育園で行いました。子ども達は初めての
お茶席に緊張した面持ちで席につきました
が、甘いお菓子をほおばると笑顔になり、
作法や抹茶の味にも興味いっぱいの様子で
した。講座がボランティアとしてお役に立
てる嬉しいひとときでした。

ふれあいのつどいふれあいのつどいふれあいのつどいふれあいのつどいふれあいのつどい
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申告相談期間

2月16日（木）～ 3月15日（水）
  ※所得税等の還付申告は、１月4日（水）以降、税務署で受け付けています。

平  成28
年
分
の
申
告
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、申
告
が
必
要
と
な
る
人
は
必
ず

期
限
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

TAX所得税および復興特別所得税
町 県 民 税　の申告相談

■問 町民課住民税係・資産税係　☎（82）1011　有線0561
　 笠岡税務署  ☎0865（62）3111 

所得税等の確定申告は税務署へ
　営業所得、農業所得、不動産所得、太陽光売電所得、配当所得、分離課税所得（土地・
建物・株式等の譲渡所得）、住宅ローン控除（1年目）などがある人で、所得税等の確
定申告が必要な人（青色申告者を含む）は、笠岡税務署での相談をお願いします。
　所得税等の確定申告書を自分で作成した人は、郵便やe-Taxなどにより申告期限
までに税務署へ提出してください。

　【笠岡税務署】　〒714-0086　笠岡市五番町5-48
　　受付時間　平日午前9時～午後4時

◆
申
告
が
必
要
な
人

◦�

平
成
28
年
中
に
営
業
、
農
業
な

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

◦�

地
代
、
家
賃
、
配
当
、
譲
渡
、

年
金
な
ど
の
所
得
の
合
計
額
が

基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の

所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
人

※�

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
百
万
円
以
下
で
公
的
年
金
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
等
の
確
定
申
告
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場

合
で
も
町
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

の
場
合

　

通
常
、
所
得
税
等
は
年
末
調
整

に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
の
で
確

定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。

◦�

給
与
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え

る
人

◦�

給
与
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

が
20
万
円
を
超
え
る
人

◦�

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人

所
得
税
等
の
確
定
申
告

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
矢

掛
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該

当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

◦�

平
成
28
年
中
に
営
業
、
農
業
な

ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

◦�

地
代
、
家
賃
、
不
動
産
取
引
に

よ
る
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人
（
た
だ
し
、
所
得
税
等
の

確
定
申
告
を
す
る
人
は
不
要
。）

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
「 

収
入
が
な
い
」
場
合
も
申
告

が
い
る
の
？

　
収
入
が
な
い
場
合
も
本
人
ま
た

は
ご
家
族
の
町
県
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
の
基

礎
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。（
た
だ
し
他
の

人
の
扶
養
親
族
と
し
て
会
社
の
年

末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
を
行
う

場
合
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
申
告
を
し
て
い
な
い
と

前
述
の
保
険
税
・
料
な
ど
の
軽
減

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告

  申告書にはマイナンバーの記載が必要です！！
　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、申告手続きにはマイナンバー
の記載とともに、本人確認書類の写しの添付が必要です。
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日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
２月16日㈭

全地区 町役場３階
大会議室

混　雑
17日㈮ 混　雑
20日㈪ 混　雑

　　21日㈫
　　22日㈬
　　23日㈭

24日㈮ 山田地区 山田会館
　　27日㈪ 川面地区 鵜江会館
　　28日㈫ 美川地区 美川生活改善センター

★  2 月 24 日㈮～ 3 月 3 日㈮までの間は、矢掛町役場での申告相談は行いません。また、対象地区以外の人の相談
はご遠慮ください。

日　　程 対象地区 相  談  会  場 混雑予想
３月　1日㈬ 三谷地区 三谷コミュニティセンター

2日㈭ 中川地区 中川町民会館
3日㈮ 小田地区 こうど会館
6日㈪

全地区
町役場３階
大会議室

混　雑
7日㈫
8日㈬
9日㈭

10日㈮
13日㈪ 混　雑
14日㈫ 混　雑
15日㈬ 混　雑

　受付は、午前８時から相談会場で行います。それより
早く来られた場合は、会場の外でお待ちいただくことに
なりますので、ご了承ください。

申告相談日程表
（午前９時〜正午、午後１時〜４時）

TAX税の申告相談

確定申告書等作成コーナー
をご利用ください

国税庁で 検 索

□  マイナンバーカード（個人番号カード）の写し
　  ※お持ちでない人は「通知カード又はマイナン

バー記載の住民票」の写し及び「本人確認書類（運
転免許証など）」の写し

□  印鑑（シャチハタ不可）、筆記用具、電卓
□  申告書用紙（税務署から申告書を送付されている

人）
□  給与や年金がある人は源泉徴収票、支払報告書 
□  営業、農業、不動産、太陽光売電などの各収入があ

る人は収支内訳書を作成の上、収入や支出が証明
できるもの

　 ※事前に整理、集計をお願いします。
□  社会保険料控除を受ける人は国民健康保険税など

の支払額がわかるものや国民年金の控除証明書な
ど

□  生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は保険
料の支払用控除証明書

□  医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収
書、保険で補てんされる金額の明細書

　 ※事前に整理、集計をお願いします。

　速やかに申告相談を行うため、特に次のものについ
ては事前準備をしてお越しください。
◦医療費控除を申告するための医療費の領収書
◦ 営業所得、農業所得などを申告するための領収書など
※月ごと及び内容ごとにまとめておいてください。
※ 営業所得、農業所得などの収支内訳書は作成して

お持ちください。

□ 寄附金控除を受ける人は寄附金の領収書 
□  障害者手帳など（障害者控除を受ける人は障がい

者であることが明らかにできるもの） 
□  親族関係書類及び送金関係書類（日本国外に居住

する親族に係る扶養控除等の適用を受ける場合）

1　 申告書等へのマイナンバーの記載が本格的に始ま
ります。

2　 日本国外に居住する親族に係る扶養控除等の適用
を受ける場合には、親族関係書類及び送金関係書
類の添付が義務化されます。

事前準備でスムーズな申告を

今回からの変更点

申告に必要なもの

申告に必要な書類について
◦収支内訳書、申告書などの必要書類は、２

月から町民課でお渡しできる予定です。
◦所得税等の確定申告用の書類は、国税庁

ホームページからも印刷可能です。
◦町県民税の申告用の書類は、町ホームペ

ージからも印刷可能です。
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まちのわだい

　12 月 19 日、矢掛町と生活協同組合おかやまコー
プとの間で災害時支援および地域見守り支援に関す
る協定書の調印式が行われました。
　協定内容は災害時の物資の調達に関する「災害時
における応急生活物資供給等に関する協定」と日常
業務の範囲内で、高齢者等の見守り活動を行う「地
域見守り活動に関する協定」の 2 協定です。
　相互に連携し、協力のもと安全・安心のまちづく
りを目指します。

↑山野町長（右）と生活協同組合おかやまコープ平田理事長（左）

　12 月 13 日、農村環境改善センターで「障がい
者ふれあいカローリング大会」が開催されました。
　これは、障がい者や介助者がたくさんの人と交流
を持ち、笑顔でカローリングを楽しんでもらうこと
を目的に開催されたものです。この日は、約 110
人が参加。プレーを通じて親睦を深め、的の中心に
止まると仲間同士でタッチをして喜びを分かち合っ
ていました。

カローリングを通じてふれあいを

↑大盛況の干柿まつりの会場

↑やかげファミリーウィンズによる息のあった演奏の様子

↑的を目がけて円盤を転がす参加者たち

山ノ上伝統の干し柿を求めて大盛況

美しいハーモニーが響き渡る

　12 月 18 日、小田地区山ノ上公会堂で「第 18
回山ノ上干柿まつり」が開催されました。
　この日は晴天に恵まれ、干し柿はもちろん地元の
野菜や加工品を求めて多くの来場者でにぎわいま
した。
　また、矢掛高校生徒と町内小中学生が企画運営す
る「雲の上カフェ」が、同会場にオープン。児童生
徒らによって運営されるこのカフェでは、干し柿ス
イーツやイノシシカレーが出品され、来場者はこの
日限定の味を堪能しました。

　12 月 18 日、やかげ文化センターで「第 19 回
ふれあい音楽祭」が開催されました。
　第１部では、やかげファミリーウィンズ、やかげ
ＨＯＮＪＩＮバンド。第２部では、やかげニューア
ローズジャズオーケストラ、やかげ混声合唱団、ク
リンゲル YaKaGe が出演しました。出演者は美し
い音色を会場中に響かせ、観客からは暖かい拍手が
送られました。

安全・安心のまちへ、2協定を締結



保健福祉課健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

２月の健康カレンダー
Health  Calendar　FebruaryHealth  Calendar　February

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

16日㈭ 栄養改善教室

ウォーキングサロン
（横谷てくてくコース）
※集合場所 ： 
　三谷コミュニティセンター 

午前 9 時～午後 1 時
14日㈫ 育児相談午前 9 時～11 時

21日㈫
すこやか育児学級
対象：8～11ヶ月児
　　　4～  7ヶ月児

午前9時～9 時10分
午前10時～10時10分

26日㈰ 集合時間
午前 9時

  1日㈬ 3歳児健康診査午後0時30分～1時
と　き

と　き と こ ろ と　き と こ ろ

受　　　付 内　　　容
休日当番医

  5日㈰
11日㈯/㈷
12日㈰
19日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

※事前に連絡をしてから受診してください。
26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(84)０００１あゆみクリニック

と　　き 病　　　院　　　名

はたちの献血キャンペーンを展開！

●今後の矢掛町での献血実施予定
•３月５日㈰
　午後２時３０分～３時３０分　ニシナ矢掛小田店
　　　　　　　〃　　　　　矢掛宿場の青空市「きらり」
•３月２７日㈪
　午前９時３０分～１２時３０分 健康管理センター
　午後１時３０分～３時３０分
　※矢掛町では４００ｍｌの全血献血をお願いしています。

●献血可能年齢（400㎖）　男性：１７～６９歳
　　　　　　　　　　　　 女性：１８～６９歳
※６５歳以上の献血については、６０～６４歳の間に
献血経験がある方に限ります。
●400ml 献血可能条件
　体重 男女とも50㎏以上
　最高血圧 90㎜ Hg以上
※血色素量や服薬については当日、
　医師にご相談ください。

ミニお達者教室

  1日㈬　中川町民会館
  2日㈭　山 田 会 館
  8日㈬　三谷コミュニティセンター
  9日㈭　こうど会館
10日㈮　老人センター

15日㈬　美川生活改善センター
16日㈭　矢 掛 会 館
22日㈬　鵜 江 会 館
24日㈮　こうど会館

10日は笑いヨガ教室、24日は「認知症予防教室」です。
※時間はいずれも午後1時30分～2時30分

　「はたちの献血」キャンペーン（主催：厚生労働省・岡山県・日本赤十字社）を、今年も 1 月 1 日～ 2 月
28日の 2カ月にわたり全国で展開します。
　このキャンペーンは、献血者が減少しがちな冬期に安全な輸血用血液製剤を安定的に確保するため、新たに
成人を迎える「はたち」の若者を中心に、広く献血に関する理解と協力を呼びかけるものです。矢掛町でも２０代、
３０代の献血協力者が少ない状況です。ぜひ、皆さんも献血にご協力ください。

全日本選手権大会
出場選手激励

第 85 回全日本
フィギュアスケ
ート選手権大会
（兼 2017 世界
ジュニアフィギ
ュアスケート選

手権大会最終選考会）（12/22 ～ 25 
大阪府）に出場した矢掛中３年
三宅星南くん（東川面）。
み や け　せ  な

アジア大会優勝報告会
12 月 8 日、
ウェイクボー
ドアジア大会
で優勝した坪
井みずえさん
（矢掛）の優勝

報告会を開催しました。坪井さんは
「2016 IWWF Asian Waterski＆
Wakeboard Championship（韓
国）」のマスターズ女性部門に出場
し、見事優勝しました。

中国大会出場選手激励
第 20 回中国
高等学校囲碁
選手権大会
（12/17～18
島根県）に出
場した矢掛高

等学校囲碁将棋部。（メンバーは写真
右から２番目より堀遼太郎さん（２
年）、加藤大雅さん（１年）、井上洸介
さん（１年）、山室有紀子さん（２年））

ほりりょう た  ろう

やま むろ　ゆ　 き　 こ

いの  うえ こう すけか  とう たい   が

つぼ

い
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室 ピカソ直筆のワイシャツと絵皿＆郷土ゆかりの美術展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月 9日（金）〜2月26日（日）

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　明けましておめでとうございます。2017 年の幕開け
です。今年も皆さんが図書館資料をしっかり活用し快適

な生活を送っていただけますよう生活を応援する図書館でありたいと思います。さらに皆
さんにとって居心地のよい憩いの場として、また誰でも気軽に利用できる場として職員一
同思いやりを持ち、サービス向上を目指して頑張ってまいります。どうぞよろしくお願い
いたします。

カウンターからの情景

町民ギャラリー
◆暮らしの書展　　　　　　　　1月11日（水）〜 15日（日）
◆やの会美術展　　　　　　　　1月17日（火）〜 22日（日）
◆きらきら作品展　　　　　　　1月25日（水）〜 2月10日（金）

＊入場無料

煙突だらけの町に住むひとは黒
い煙に閉じこめられて青い空を
知りません…。漫才コンビ「キ
ングコング」西

にし

野
の

亮
あき

廣
ひろ

さんによ
るオールカラー絵本。

矢掛町の文化財と歴史を紹介し
た冊子です。ぜひ、ご覧くださ
い。

「 えんとつ町のプペル 」
にしの　あきひろ／著　幻冬舎

「 指定文化財でたどる　
　ふるさと 矢掛の歴史 」
矢掛町文化財活用実行委員会／編

は休館日

2月の図書館カレンダー

26 27 28

日

6 7 8
1

109
2 3

11
4

12
5

13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

火水木金土月

1月の休館日
　23日（月）・30日（月）

おすすめの1冊

図書館のイベント

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　1 月28日㈯、2 月25日㈯　午前10時30分～
◆ところ　図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の読み

聞かせやエプロンシアター、おりがみ教室など

マジックと音楽と絵本のコンサート
◆と　き　2 月26 日㈰　午後 1 時～
◆ところ　農村環境改善センター　多目的ホール
◆内　容　�絵本「ねこのピートシリーズ」を翻訳している

大友剛さんによるマジックと音楽と絵本のコン
サート。小さなお子さんから大人の方までお気
軽にお越しください。入場は無料です。

えいごであそぼう
◆と　き　1 月 14 日㈯、2 月 11 日㈯　午前10時30分～
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※ 先生の都合により日時が変更になる場合があります。

出品作家　田中塊堂、佐藤一章、石井梅僊、黒田賢一�他

ピカソのワイシャツ
1965 年当時 83 歳のピカソは、渡邊氏一行を邸内に招き入れ、気さく
に握手やサイン、記念撮影に応じました。その時、ピカソは渡邊氏の
背広の上着にできたタバコの焼け焦がし穴を見つけて笑いだし、｢ 絵
を描いて穴をかくしてやろう ｣ と言いだしました。渡邊氏はワイシャ
ツの胸ポケットを指し、｢ 描くならここにしてくれ ｣ と頼んだところ、
気難しいと有名なピカソがそこに快く絵を描いてくれました。

＊（　）内は団体割引
＊町内在住の65歳以上の方は無料
　（受付でシルバーカードをご提示ください）

観覧料　一　般　　　200 円（150 円）
　　　　中・高校生　100 円（  70 円）
　　　　小学生　　　  50 円（  30 円）

郷土にゆかりのある人の本
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〔第37回　シュンラン〕
　シュンランは、ジジババとも呼ばれます。
人が利用しなくなった里山は木が茂って暗く
なり、明るい林に生育するこのランはすっか
り減ってしまいました。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■

シュンラン

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

�やま�べ　り��い���な

山部りい奈ちゃん（小田）
（H28年 1月25日生まれ）
これからもみんなをＨＡＰＰ
Ｙにしてね♡

����きたじま��か���の

北島佳乃ちゃん（矢掛）
（H28年 1月30日生まれ）
いつもわらってくれてありが
とう (^-^)

���　くずはらおうせい

葛原凰生くん（小田）
（H28年 1月13日生まれ）
楽しい思い出いっぱい作ろう
ね☆おうせい大好き！

�������さ����の��たく�み

佐野拓望くん（本堀）
（H28年 1月17日生まれ）
これからも元気に大きくなっ
てね

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の
多いシーズンですが、政治家が選挙区内の人に、お
金や物を贈ることや、有権者が政治家に寄付や贈り
物を求めることは公職選挙法で禁止されています。
　ルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

【政治家の寄付禁止の対象となるもの】
秘書等が代理で出席する場合の結婚祝い、お祭りへ
の寄付・差し入れ、落成式・開店祝などの花輪、お
歳暮・お年賀、葬儀の花輪・供花、地域の運動会・
スポーツ大会への飲食物などの差し入れ、町内会の
集会・旅行などの催物への寸志・飲食物の差し入れ、
病気見舞、入学祝・卒業祝、秘書等
が代理で出席する場合の葬儀の香典
■問 矢掛町選挙管理委員会
　☎（82）1119　有線0601

政治家の寄付行為は禁止、
有権者が求めることも禁止
されています
みんなで徹底しよう

三ない運動 贈らない! 求めない! 受け
取らない!

★�対 象 者★　�町内在住で平成28年 2月生まれのお子さん
★応募期限★　平成29年1月31日（火）必着
★�応募方法★　写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年
月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募く
ださい。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）
　　　　　　　矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？

2 月 生 ま れ 募 集 中
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ矢

掛
町
認
知
症
講
演
会
を
開
催

　
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

認
知
症
は
誰
で
も
な
り
う
る
身
近
な

存
在
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
認
知

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
つ
け
、

安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き　
２
月
14
日
㈫　
午
後
２

時
～

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
講
　
師　
き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

病
院　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
副
セ
ン
タ
ー
長　
藤
川
顕
吾
氏

◦
内
　
容　
認
知
症
の
症
状
に
つ
い

て
、
老
化
と
認
知
症
の
違
い
等
。

◦
対
象
者　
認
知
症
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
方
全
て
の
方
が
対
象
で
す
。

（
参
加
無
料
・
要
入
場
整
理
券
）

※
入
場
整
理
券
は
１
月
10
日
㈫
よ
り

保
健
福
祉
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
７
２

健
康
的
に
や
せ
よ
う
！

～
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
、

楽
し
く
運
動
～

　
「
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
、
楽
し
く
運

動
」
を
テ
ー
マ
に
健
康
運
動
指
導
士

で
も
あ
る
管
理
栄
養
士
に
、
食
べ
て

も
太
り
に
く
い
秘
密
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
や
せ
る
運
動
を
伝
授
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き　
２
月
３
日
㈮　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
講
　
師　
管
理
栄
養
士
兼
健
康
運

動
指
導
士　
金
華
蓮
氏

◦
内
　
容　
講
演
「
健
康
的
に
や
せ

よ
う
！
」
正
し
い
運
動
方
法
に
つ
い

て

◦
定
　
員　
50
名

◦
対
象
者　
20
歳
以
上
の
町
民

◦
申
込
方
法　
１
月
27
日
㈮
ま
で
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
９
６
３
０

お
達
者
教
室
が
新
し
く
な
り
ま
す

４
～
６
月
の
参
加
者
募
集

　
矢
掛
町
で
は
、高
齢
者
を
対
象
に
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
す
る
た
め

の
知
識
や
運
動
を
学
ぶ
「
お
達
者
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
４
月
よ
り
現
在
の
月
２
回
か
ら
、

新
た
に
月
４
回
に
変
更
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
教
室
に
参
加
し
て
、
介
護
予
防
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

◦
対
象
者　
町
内
在
住
、
65
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人（
申

請
後
に
自
立
支
援
判
定
会
議
で
教
室

へ
の
参
加
を
決
定
し
ま
す
。）

◦
と
こ
ろ　
矢
掛
荘
、
長
楽
園
（
送

迎
・
食
事
あ
り
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
参
加
期
間　
４
～
６
月
（
月
に
４

回
の
開
催
と
な
り
ま
す
。）

◦
利
用
料　
1
回
８
０
０
円

◦
申
込
期
間　
２
月
14
日
㈫
ま
で

■問
保
健
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３　
有
線
０
５
７
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き　
２
月
17
日
㈮　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

イ
ベ
ン
ト

相
　
　
談

募
　
　
集

有料広告有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、収集品、不用品の買取りなど
も承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材守屋石材守屋石材
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手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 お問い合わせ
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（11 月申請分）  2 月 7日㈫ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（12 月申請分）  １月17日㈫

小児・心身障害者および
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（12月申請分）

  １月30日㈪
保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532児童手当 （10月〜 1 月分）  2 月７日㈫ ※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。

※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

町県民税（４期） １月31日㈫ １月31日㈫

水道料金・下水道使用料
（農業集落排水使用料を含む）
（山田・川面・中川地区）

１月25日㈬ １月31日㈫

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

わたしたちのまち

information
おしらせ

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

２
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
・
７
日
㈫
・

16
日
㈭
・
17
日
㈮
・
20
日
㈪
・
22
日

㈬
・
24
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

２
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１　
有
線
９
６
０
９

金
」
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
宝
く

じ
の
助
成
金
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
を
受
け
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
用
の
備
品
や
公
園
施
設
を
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
住
民
に
よ
る
自
主
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の

連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
の
盛
り

上
が
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必

要
な
経
費
に
つ
い
て
「
宝
く
じ
助
成

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１　
有
線
０
５
５
１

宝
く
じ
の
助
成
金
で

イ
ベ
ン
ト
用
品
を
整
備

　
美
川
地
区
自
治
協
議
会
と
川
面
地

区
自
治
協
議
会
で
は
、
一
般
財
団
法

お
知
ら
せ

１月26日は文化財防火デーです
　昭和24年１月26日法隆寺金堂の壁画が焼損したこ
とにより、昭和30年から毎年１月26日を「文化財防
火デー」と定めており、今年で63回目になります。
これは文化財を火災、震災その他の災害から守るための運動を全国
的に展開し、文化財愛護精神の高揚を図ることを目的としています。
　文化財は私たちの貴重な財産であるため、このような各種災害か
ら文化財を守るためには、関係機関や文化財関係者のみならず、地
域住民である皆さんの防火・防災意識を高めていただくことが重要
です。
　国・県・市により指定されている文化財はもとより、地域の神社、
仏閣もみなさんの財産です。地域ぐるみで文化財を各種災害から守
りましょう。

石油暖房機の取扱い・維持管理について
①給油後は灯油漏れがないか確認　②ストーブ等の近くで衣服など
を干して乾燥させない　③燃えやすい物の近くで石油暖房機を使用
しない　④スプレー缶を暖房機の上や、温風の当たる場所に置かな
い　⑤石油暖房機には絶対にガソリンを使用しない　⑥１時間に１
〜２回換気をする　⑦給排気筒が付いている石油暖房機は定期的に
点検を行う　⑧昨シーズンから持ち越した灯油は使用しない

ご注意ください！！お宅の消火器は大丈夫ですか？
①安全ピンはついていますか　②キャップはゆるんでいませんか 
③キャップや本体、底部に錆や傷はありませんか　④ホースにひび
割れはありませんか　⑤圧力ゲージのついているものは、圧力を示
す針が緑色の範囲内にありますか　⑥消火器の使用期限が過ぎてい
ませんか
※消火器の事故は、過去10年間で人身事故が８件発生しており、
２名の方が亡くなっています。

消防本部からのおしらせ

■問 消防本部予防課　☎（62）9402

農業者の老後の備えに農業者年金
　農業者の方が加入している国民年金の年金額は、40年加
入して１人月額６万６千円、夫婦２人で
月額13万２千円、年額158万円です。
老後の家計費（夫婦２人で月額23万円）
と比べても月額10万円の差があります。
　このような国民年金で不足する老後の
家計費をサラリーマン並みの年金を受給できるよう国民年金
の上乗せ年金として、農業者だけが加入できる農業者年金の
制度があります。
■問 矢掛町農業委員会事務局（産業観光課内）　 ☎（82）1016

知って得する！農業者年金①（全 3 回）
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12 月 18日㈰ 小田山ノ上地区

　矢掛町の 12月の風物詩「山ノ上干柿まつり」。矢高からもお祭りをサポートするための干し柿部隊が出動し
ました。YKG60と協力しながら運営した「雲の上カフェ」では、干し柿を使ったアイディア食品が大人気！
地区の方々の想いを乗せて、学生たちの声が山ノ上に響き渡っていました。

山ノ上干柿まつり 希望者参加

12月 17日㈯ やかげ文化センター第６回  やかげ学発表会
　普通科総合コースの２～３年生が行っている「やかげ学」の発表会が行われました。
　地方創生の関心が高まる中、高校生が町に出て各施設の仕事の中から学ぶ意義が全国からも注目されていま
す。生徒たちはこの２年間で学んだこと、出来たこと、出来なかったこと、成果や反省点をしっかりと見つめ、
自分の言葉にしていました。町外からも 100 名以上の方々が参加してくださり、たくさんの感想やアドバイス
をいただけた発表会。感動と感謝の気持ちが会場内一杯に広がりながら、３年生の想いは２年生・１年生に引き
継がれました。

総合コース

　受験シーズン到来！今年の３年生もそれぞ
れの進路実現に向け、友人や恩師と共に粘り
強く頑張っています。受験時期の早い推薦・
AO 入試では、一足先にサクラサク報告を受
ける者もチラホラ。センター試験など、受験
の本番はこれから。チームワークで「Ｙ」の
チカラを発揮していきましょう！

サクラサク  推薦・AO入試合格速報  ～国公立大学編～
岡山大学  経済学部
香川大学  経済学部×２名
高知大学  地域協働学部
岡山県立大学  保健福祉学部
尾道市立大学  芸術文化学部
山口東京理科大学  工学部
福知山大学  地域経営学部

平成 28年 12月 21日現在

推
薦
入
試

香川大学  医学部（看）×２名
高知大学  地域協働学部
鳥取大学  地域学部（経）
　　　　  地域学部（教）×２名
鳥取環境大学  経営学部×２名

Ａ
Ｏ
入
試

総務企画課秘書広報室　☎（82）1010　有線0522問

　必要なときに、必要な情報があなたのスマホに届きま
す。今すぐスマホアプリ「やかげ navi.」をダウンロー
ドして、より快適でより安心安全なやかげ暮らしを！！

火災・地震などの緊急情報をいち早く！！ やかげ navi.
Yakaɡe Public Naviɡation

やかげ観光大使

18平成29年１月号


